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COMING

カ

ミ

ン

グ KOBE

コ

ウ

ベ 

 

 

毎
年
五
月
頃
に
な
る
と
、
中
央
区
で
は

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「COMING KOBE

」
、
通
称
「
カ
ミ
コ
ベ
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
入
場
無
料
、
総
勢
百

組
以
上
が
出
演
す
る
大
型
の
フ
ェ
ス
で
、

募
金
や
グ
ッ
ズ
の
収
益
に
て
被
災
地
支
援

や
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

市
内
で
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
経
営
す
る 

松
原
裕
氏
が
、
震
災
後
に
各
地
で
励
ま
し

の
声
を
も
ら
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
発

案
し
、
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
風
化
さ

せ
ず
語
り
継
ぎ
、
神
戸
を
活
性
化
さ
せ

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
十
七
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

『
奇
跡
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス 

COMIN' 

KOBE

』
（
小
野
田
金
司
著
）
で
は
、
イ
ベ

ン
ト
開
始
か
ら
十
年
で
、
入
場
者
四
万
人

超
え
に
至
る
ま
で
の
軌
跡
や
、
東
日
本
大

震
災
の
年
に
、
岩
手
県
盛
岡
市
内
で
会
場

の
様
子
を
生
中
継
し
、
被
災
地
に
音
楽
の

力
を
届
け
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、 

平
成
二
十
五
年
に
は
神
戸
市
文
化
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
「
カ
ミ
コ
ベ
」
。
震
災
の
記

憶
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
は
、
音
楽
と

フ
ェ
ス
の
思
い
出
と
共
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

震災当時の写真を見る子供（左上）／開会宣言をする松原氏（右上）／募金活動の様子（右下） 

                                    （COMING KOBE ホームページより） 
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－新しく入った本－ 

頼
介
伝 

松
原
隆
一
郎
（
苦
楽
堂
） 

社
会
経
済
学
者
で
あ
る
著
者
が
、
神

戸
の
実
家
を
整
理
中
に
見
つ
け
た
写
真

を
き
っ
か
け
に
、
大
正
・
昭
和
を
生
き

た
祖
父
・
頼
介
の
生
涯
を
探
っ
た
。
資

料
を
調
べ
、
古
老
に
話
を
聞
き
、
七
十

年
前
の
写
真
撮
影
場
所
を
突
き
止
め
、

頼
介
の
足
跡
に
迫
る
。
頼
介
は
防
水
帆

布
の
製
造
と
満
州
へ
の
輸
出
で
財
を
な

す
が
、
所
有
し
た
船
の
ほ
と
ん
ど
を
戦

争
で
失
っ
た
。
戦
後
は
製
鉄
業
に
転
身

し
、
会
社
を
大
き
く
し
た
。 

著
者
は
頼
介
の
成
功
と
晩
年
の
経
営

破
綻
の
理
由
を
考
察
。
不
確
実
性
を
背

負
っ
て
起
業
す
る
野
心
家
た
ち
で
あ
ふ

れ
た
町
の
活
力
、
業
界
の
浮
沈
が
も
た

ら
し
た
影
響
な
ど
を
分
析
し
、
近
現
代

の
神
戸
の
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
。 

            

神
戸
の
歴
史
ノ
ー
ト 

田
辺
眞
人 

谷
口

義
子
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

地
図
、
図
版
、
コ
ラ
ム
を
豊
富
に
交

え
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
神
戸
の
歴
史
を
解

説
す
る
。
通
史
と
し
て
基
本
情
報
を

し
っ
か
り
押
さ
え
な
が
ら
、
幕
末
・
明

治
初
期
の
各
村
の
領
主
、
石
高
の
一
覧

や
伊
能
忠
敬
の
測
量
行
程
な
ど
、
専
門

的
な
情
報
も
織
り
交
ぜ
ら
れ
、
知
識
が

深
ま
り
、
興
味
の
幅
が
広
が
る
。 

各
章
の
最
後
に
自
修
ノ
ー
ト
と
い
う

小
テ
ス
ト
が
あ
り
、
読
み
飛
ば
さ
せ
な

い
工
夫
も
あ
る
。
家
庭
に
一
冊
あ
れ
ば
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学
べ
る
。 

 

聴
竹
居
―
発
見
と
再
生
の
22
年 

松
隈
章

（
ぴ
あ
株
式
会
社
関
西
支
社
） 

 

京
都
府
大
山
崎
町
に
建
つ
建
築
家
・

藤
井
厚
二
の
自
邸
「
聴
竹
居
」
。
環
境

共
生
住
宅
の
原
点
と
い
わ
れ
、
「
日
本

の
住
宅
」
「
木
造
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
」

の
代
表
格
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

 

藤
井
は
か
つ
て
竹
中
工
務
店
に
在
籍

し
、
様
々
な
名
建
築
を
手
掛
け
た
。
そ

し
て
現
在
竹
中
工
務
店
に
勤
め
る
著
者

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
「
聴
竹
居
」
と
出
会
う
。
こ
の
名
作

住
宅
を
次
代
に
残
そ
う
と
、
保
存
・
維

持
活
動
の
体
制
を
作
り
上
げ
る
ま
で
の

歩
み
を
丹
念
に
綴
っ
て
い
る
。 

北
野
『
雑
居
地
』
も
の
が
た
り 

北
野

『
雑
居
地
』
も
の
が
た
り
執
筆
・
編
集
委

員
会
（
こ
う
べ
北
野
町
山
本
通
伝
統
的
建

造
物
保
存
会
） 

神
戸
の
山
麓
、
外
国
人
と
日
本
人
が

と
も
に
暮
ら
し
た
北
野
の
歴
史
を
、
古

地
図
や
豊
富
な
写
真
を
使
い
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
る
。 

「
古
代
か
ら
近
世
の
山
手
・
北
野
」

「
北
野
の
神
社
」
「
風
見
鶏
の
館
と

池
」
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
設
計
し
た
北
野

の
洋
館
」
な
ど
話
題
が
尽
き
な
い
。 

北
野
村
の
末
裔
・
西
脇
家
の
蔵
か
ら
発

見
さ
れ
た
貴
重
な
地
図
も
紹
介
さ
れ
て

い
て
興
味
深
い
。 

 

六
甲
岩
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
―
巨
岩
・
奇

岩
・
霊
石
を
楽
し
む
９
コ
ー
ス+α

 

江
頭
務
（
創
元
社
） 

登
山
を
趣
味
と
し
、
六
甲
山
系
の
岩

を
調
査
研
究
す
る
著
者
に
よ
る
、
岩
に

焦
点
を
当
て
た
ハ
イ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
。 

伝
承
や
古
い
地
誌
に
現
れ
る
岩
や
、

信
仰
の
対
象
と
さ
れ
る
霊
石
、
ユ
ニ
ー

ク
な
形
の
奇
岩
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
を
巡
る
九
つ
の
コ
ー
ス
を
案
内
。 

さ
ら
に
「
弁
天
岩
の
雨
乞
い
伝
説
」

や
「
清
盛
の
涼
み
岩
」
と
い
っ
た
、
岩

に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
挿
話
も
別
立
て

の
コ
ラ
ム
で
詳
し
く
語
ら
れ
る
。 

            

空
襲
・
疎
開
・
動
員
―
戦
時
・
戦
後
の
神

戸
の
社
会
と
教
育 

洲
脇
一
郎
（
み
る
め

書
房
） 

 
 

空
襲
、
学
童
疎
開
、
勤
労
動
員
が

あ
っ
た
中
、
生
徒
の
日
常
や
教
育
活
動

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
戦

中
戦
後
の
神
戸
で
人
は
ど
う
生
き
た
の

か
、
記
録
調
査
に
基
づ
い
て
論
じ
た
。 

 
 

著
者
は
『
神
戸
市
史
』
編
纂
に
携

わ
っ
た
時
の
資
料
に
加
え
、
疎
開
日
誌

や
学
校
日
誌
と
い
っ
た
生
の
記
録
を
調

べ
る
こ
と
で
、
よ
り
鮮
明
に
当
時
の
様

子
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 
 

米
軍
の
調
査
報
告
か
ら
み
た
神
戸
空

襲
、
教
師
た
ち
の
戦
後
の
姿
、
注
射
禍

事
件
や
神
戸
中
華
同
文
学
校
問
題
な
ど
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
内

容
が
あ
る
の
も
貴
重
。 

ち
ょ
う
ち
く
き
ょ 

ら
い
す
け 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200238102&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200580487&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200237321&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200573980&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200233342&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200567879&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200238290&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200581242&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200235075&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200571725&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200237302&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200578406&type=CtlgBook
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触
媒
の
う
た
―
宮
崎
修
二
朗
翁
の
文
学
史

秘
話 
今
村
欣
史
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版

セ
ン
タ
ー
） 

「
の
じ
ぎ
く
文
庫
」
の
創
設
な
ど
、

兵
庫
文
壇
に
足
跡
を
残
す
宮
崎
修
二
朗
。

彼
の
口
か
ら
語
ら
れ
た
文
学
者
た
ち
の

秘
話
を
、
詩
人
で
喫
茶
店
の
店
主
で
も

あ
る
著
者
が
、
雑
誌
・
月
刊
『
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
』
に
連
載
し
た
も
の
を
一
冊

の
本
に
ま
と
め
た
。 

師
弟
の
よ
う
な
同
志
の
よ
う
な
二
人

の
や
り
取
り
か
ら
生
ま
れ
る
ひ
と
と
き

の
文
学
談
義
を
読
む
と
、
宮
崎
氏
と
交

流
の
あ
っ
た
柳
田
國
男
・
陳
舜
臣
・ 

富
田
砕
花
な
ど
そ
う
そ
う
た
る
作
家
た

ち
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
。
著
者
は
旅

に
出
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
裏
付
け
る
た
め

の
調
査
も
行
っ
て
い
る
。 

            

シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ 

藤
野
恵
美
（
光
文

社
） 

 
 

事
故
で
父
親
を
亡
く
し
た
聖
太
郎
と
、

製
菓
会
社
の
社
長
子
息
、
光
博
。
一
九

八
五
年
、
小
学
校
の
同
級
生
の
二
人
は
、

光
博
の
誕
生
日
会
を
き
っ
か
け
に
親
し

く
な
る
。
お
菓
子
作
り
へ
の
情
熱
を
同

じ
く
す
る
彼
ら
だ
っ
た
が
、
時
と
と
も

に
お
互
い
の
境
遇
や
才
能
の
差
に
戸
惑

う
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。 

二
人
の
葛
藤
と
成
長
を
、
神
戸
の
街

や
で
き
ご
と
に
絡
め
て
描
い
た
物
語
。

人
生
の
転
機
に
登
場
す
る
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
や
ケ
ー
キ
な
ど
の
描
写
は
丁
寧
で
、

同
じ
も
の
を
食
べ
て
み
た
く
な
る
ほ
ど
。 

 

大
阪
・
神
戸
わ
が
ま
ち
ゆ
か
り
の
偉
人 

自
然
総
研
ト
イ
ロ
倶
楽
部
編
（
自
然
総

研
） 

実
業
家
・
芸
術
家
・
学
者
・
政
治

家
・
そ
の
他
の
五
つ
の
分
野
に
分
け
、

六
十
一
人
を
紹
介
す
る
。
顔
ぶ
れ
は
、

お
も
に
明
治
以
降
に
活
躍
し
、
朝
ド
ラ

の
主
人
公
に
な
っ
た
な
ど
話
題
性
の
あ

る
人
物
た
ち
。 

神
戸
ゆ
か
り
の
偉
人
で
は
、
鈴
木
商

店
の
番
頭
金
子
直
吉
や
映
画
評
論
家
淀

川
長
治
ら
約
二
十
人
。
巻
末
に
は
記
念

館
や
美
術
館
な
ど
関
連
施
設
の
紹
介
を

載
せ
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

ひ
ょ
う
ご
の
駅 

兵
庫
県
民
共
済
生
活
協

同
組
合
編
集
・
発
行 

人
の
心
を
耕
す 

黒
田
和
生
（
カ
ン
ゼ

ン
） 

                        

発
達
障
害
の
暮
ら
し
日
記
―
マ
ン
ガ
＆

エ
ッ
セ
ー 

森
山
和
泉
（
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー
） 

ビ
ジ
ョ
ン
の
狩
人 

神
戸
市
役
所
セ
ン

タ
ー
合
唱
団
ほ
か
編
著
（
ク
リ
エ
イ
ツ
か 

     

                    

神戸  その⑭ 

あんな人こんな人 

亀高文子は、横浜の画家の家に生まれました。明治35年に東京の女子美術学校に入

学し、卒業後は、太平洋画会研究所にて希少な女性画家として研鑽を積みました。 

明治43年に結婚しますが、夫の早世により、幼い2児を抱えた生活を余儀なくされ、 

広告・さし絵の職で、家族の生活を支えました。しかし、23歳で入選して以来、文展

（文部省美術展覧会）には欠かさず出品を続け、大正７年、東洋汽船会社の船長で

あった亀高五市と再婚。その後、与謝野晶子が命名した「朱葉会」（女性だけの美術

団体）の創設に参加し、洋画家としての地位を確立していきました。 

大正12年、文子は五市の転勤にともない、神戸市熊内町に転居します。県会議事堂

で最初の個展を開き、兵庫・神戸の画壇に大きな刺激を与えました。昭和元年、赤艸

社女子絵画研究所を創立、後進の指導にも力を入れました。五市がアトリエ横に建て

たモダンな住宅は「亀高ホテル」と名付けられるほど多くの客人を迎えたといいま

す。小出楢重など画家たちが集い、関東からは文子の師・満谷国四郎、会津八一など

が訪れ、藤島武二の来神時には、小磯良平らとともに、 

藤島を自邸に滞在させました。戦後、文子は西宮市に 

居を移し、赤艸社を再開しました。物柔らかでしかも 

毅然とした女性洋画家の先駆者は、亡くなる一週間前 

まで絵を描き続けていたといいます。 

亀高文子 かめたか・ふみこ 

明治 19年(1886) ～ 昭和 52年(1977) 

 

参考文献：『亀高文子とその周辺』辻󠄀智美編 神戸市立小磯記念美術館 

画像：「亀高文子」『わが心の自叙伝（１）』のじぎく文庫 

せきそう も
が
わ
） 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200240033&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200566409&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200239039&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200581010&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200238717&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200577182&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200235936&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200574507&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200237196&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200570775&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200239832&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200577233&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200237179&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200574125&type=CtlgBook
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合幕男女入込湯の図 

（『滑稽有馬紀行』より） 

  

有馬湯女の図（同上） 

  

『ありまぶし』 
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有
馬
千
軒 

江
戸
時
代
の
有
馬 

 

有
馬
温
泉
の
歴
史
は
古
く
、『
日
本
書

紀
』
に
も
そ
の
名
が
み
ら
れ
ま
す
。
京
、

大
阪
に
近
く
良
質
の
温
泉
が
湧
く
有
馬
に

は
、
古
代
か
ら
天
皇
や
公
家
、
文
人
た
ち

が
多
く
訪
れ
、
太
閤
秀
吉
が
度
々
入
湯
し

た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
江
戸
時
代
に
入

る
と
、
庶
民
も
社
寺
参
詣
や
湯
治
と
称
し

て
観
光
旅
行
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸

後
期
に
は
「
有
馬
千
軒
」
と
う
た
わ
れ
る

ほ
ど
の
賑
わ
い
を
み
せ
ま
す
。 

有
馬
の
宿
は
鎌
倉
時
代
の
初
め
、
中
興

の
僧
・
仁
西
が
、
薬
師
寺
（
温
泉
寺
）
を

改
修
し
、
薬
師
如
来
の
守
護
神
で
あ
る
十

二
神
将
に
ち
な
ん
で
、
十
二
坊
舎
を
建
立

し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
有

馬
の
旅
館
に
「
坊
」
と
つ
く
名
前
が
多
い

の
は
こ
の
名
残
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

秀
吉
の
頃
に
二
十
坊
に
な
り
、
湯
治
客
が

急
激
に
増
え
た
江
戸
時
代
に
は
二
十
坊
に

属
す
る
小
宿
が
次
々
と
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
に
は
、
宿
に
「
内
湯
」
が
な

く
、
町
内
に
「
元
湯
」
が
一
か
所
あ
る
だ

け
で
、
す
べ
て
の
湯
治
客
が
元
湯
に
入
り

ま
し
た
。
浴
槽
を
真
ん
中
で
仕
切
り
、
南

側
を
「
一
之
湯
」
、
北
側
を
「
二
之
湯
」

と
呼
び
、
使
用
は
十
坊
ず
つ
割
り
当
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

入
湯
制
度
に
は
、
貸
切
の
「
定
幕
湯
」、

他
の
宿
の
客
と
一
緒
の
「
合
幕
」
な
ど
が

あ
り
、
定
幕
湯
は
各
宿
の
印
の
幕
を
、
合

幕
は
藍
地
に
「
合
幕
」
と
白
抜
き
し
た
幕

を
入
口
に
か
け
て
区
別
し
ま
し
た
。 

浴
槽
は
、
横
一
丈
二
尺
五
寸
（
3.8
㍍
）、

縦
一
丈
三
尺
二
寸
（
4.0
㍍
）
と
ほ
ぼ
正

方
形
で
、
深
さ
は
三
尺
八
寸
（
1.15
㍍
）。

底
は
敷
石
で
間
に
竹
筒
を
挟
み
、
筒
か
ら

湯
が
湧
き
で
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

           

『
滑
稽
有
馬
紀
行
』
（
一
八
二
七
）
に

入
湯
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

「
合
幕
の
男
女
大
ぜ
い
入
湯
す
る
。
尤
お

と
こ
は
ふ
ど
し
、
女
は
ゆ
ぐ
（
湯
具
）
な

り
に
、
湯
の
中
へ
入
る
な
り
。（
中
略
）

常
体
の
人
さ
へ
肩
ま
で
あ
り
て
、
男
女
共

に
立
な
が
ら
入
湯
す
る
な
り
。」 

浴
場
は
混
雑
し
て
い
て
、
深
さ
が
あ
り

立
っ
て
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
主
人
公

の
一
人
才
六
は
、
「
は
な
は
だ
の
小
男
」

で
口
の
中
へ
湯
が
入
ら
な
い
よ
う
つ
ま
先

立
ち
を
し
て
用
心
し
て
い
ま
す
が
、
旅
仲

間
に
か
ら
か
わ
れ
た
拍
子
に
溺
れ
か
け
、

周
り
の
人
に
助
け
て
も
ら
う
羽
目
に
陥
り

ま
す
。 

二
十
坊
あ
っ
た 

宿
ご
と
に
老
若
二 

人
の
湯
女
が
い
ま 

し
た
。
四
十
か
ら 

五
十
五
歳
ま
で
を 

大
湯
女
、
十
三
か
ら
二
十
三
歳
ま
で
を
、

小
湯
女
と
呼
び
、
小
湯
女
は
坊
ご
と
に

「
通
り
名
」
が
あ
り
ま
し
た
。
湯
女
は
入

浴
の
時
間
を
知
ら
せ
浴
場
に
案
内
し
、
入

浴
中
は
衣
服
や
履
物
を
預
か
る
な
ど
湯
治

客
の
世
話
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
酒
宴
に

も
よ
ば
れ
、「
有
馬
ぶ
し
」
を
唄
っ
た
り

舞
い
を
披
露
し
た
り
、
そ
の
様
子
は
古
風

で
優
雅
だ
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

湯
女
の
唄
う
有
馬
ぶ
し
は
、
最
も
古
い

と
さ
れ
て
い
る
「
松
に
な
り
た
や
有
馬
の

松
に
藤
に
巻
か
れ
て
寝
と
ご
ざ
る
」
ほ
か

多
様
な
歌
詞
が
文
献
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

全
盛
期
に
は
瓦
版
風
の 

唄
本
が
板
行
さ
れ
湯
治 

客
の
土
産
に
配
ら
れ 

て
い
た
よ
う
で
す
。 

国
学
者
・
本
居
大
平
の
紀
行
文
『
有
馬

日
記
』
（
一
七
八
一
）
に
、
滞
在
の
様
子

が
細
や
か
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
余
暇
に

は
寺
社
に
参
っ
た
り
、
鼓
ケ
滝
や
落
葉
山

な
ど
名
所
へ
行
楽
に
出
か
け
た
り
、
相
撲

見
物
も
し
ま
し
た
。
雨
の
日
は
「
し
め
や

か
に
こ
も
り
ゐ
て
、
ゐ
ご
（
囲
碁
）、
す

ご
ろ
く
、
将
棋
な
ん
ど
い
ふ
た
は
ぶ
れ
に

か
か
り
て
、
つ
れ
づ
れ
」
と
あ
り
ま
す
。 

湯
治
客
同
士
の
交
流
も
随
所
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
有
馬
に
着
い
た
大
平
は
先
客

の
老
人
に
、
こ
こ
に
来
る
人
は
皆
ど
こ
か

病
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
打
ち
と
け
て
心

安
く
過
ご
そ
う
と
声
を
か
け
ら
れ
、
そ
の

親
身
な
心
遣
い
に
「
旅
の
空
に
て
は
こ
と

に
た
の
も
し
う
お
ぼ
ゆ
」
と
心
強
く
思
い

ま
す
。
こ
の
後
、
老
人
を
は
じ
め
湯
治
場

で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
二

十
日
間
を
過
ご
し
ま
す
。
長
期
に
及
ぶ
湯

治
で
は
、
共
に
過
ご
す
人
た
ち
と
の
交
遊

が
大
き
な
楽
し
み
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

老
人
や
他
の
客
と
誘
い
合
っ
て
鼓
ケ
滝

へ
出
か
け
る
場
面
で
は
、
持
参
し
た
酒
と

肴
で
宴
が
始
ま
り
、
歌
を
詠
み
あ
い
三
味

線
を
弾
く
、
有
馬
が
心
身
を
癒
す
別
天
地

で
あ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
光
景
で
す
。 
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